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 本校では、年間約 700 時間、複数の教員で算数の授業を行う「TT（ティーム・ティーチング）」を実施し

ています。TT とは、二人以上の教員が協力して授業を進める指導方法です。本校では、一人が授業全体を

進め、もう一人が、子どもたち一人一人の様子を見ながら、困っている子への声掛けや個別の支援、小グル

ープへの指導を中心に行っています。 
算数は、つまずきやすい内容や、一人一人の理解の差が表れやすい教科です。そのため、本校では学年や

学習内容に応じて教員を配置し、２年生の「かけ算九九」、４年生の「わり算の筆算」「小数の計算」など、

理解を深めたい単元では、より多くの教員で授業を行っています。 
授業中には、「少し考え込んでいるな」「あと一歩で分かりそうだな」という小さなサインを見逃さず声を

掛けられることが、TT の大きな強みです。質問しやすい先生が増え、「先生、次はいつ来るの？」「そうい

う考え方もあるんだ！」という声が聞かれることもあります。担任一人では気付きにくい子どものつまずき

にもタイムリーに対応できるため、子どもたちにとって安心して学習に取り組むことができる環境となって

います。 

また、複数の目で子どもたちの様子を見取り、その姿をもとに教員同士で授業を振り返ることで、より効

果的な指導方法を工夫できることも TT の大きな魅力です。授業改善を重ねながら、子どもたちの「でき

た！」「わかった！」を増やしていきたいと考えています。 
限られた時間を有効に活用し、教員同士で綿密に計画・連携を図りながら、「みんなに同じように教える」

のではなく、一人一人に寄り添った学びを大切にした授業づくりを進めてまいります。 




